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新 システ ム(NUICE)の 概 要

奈良大学情報処理センター 今 泉 重 夫

1.は じめ に

昭和63年4月 、本 学 に情報処 理 セ ンターが 開設 され、 ホ ス トコ ンピュー タと してACOS-

430/70を 使用 して きた。平 成3年 度(開 設4年 目)の 利 用 状 況 は 、汎 用 コ ンピ ュー タ に

よるジ ョブ処 理件 数が9,689件 で、そ れ に要 した時 間 は、8,575時 間38分 で あ った。 端 末 利

用件 数 は7,550件 で、 それ に要 した時 間 は、6,964時 間03分 で あ った。 エ ン ジニ ア リン グ ・

ワー ク ・ステ ー シ ョ ン(HP9000/360)は310件 で、利 用 時 間 は、5,467時 間30分 で あ った。

また、学外(主 に京 都大 学)大 型計 算機 セ ン ター、学術 情 報 セ ンター の利 用 が323件 で 、

利用 時 間は、82時 間30分 であ り、研 究 と教 育 の両 面 にお い て利 用 が 増 加 して い る。(詳 細

につい ては附録1:シ ステ ム稼働 状 況 を参照)

本年 度 も情 報処 理 関係設 備 の利 用 者数 、利 用 率 が引 き続 いて増加 して い る。特 に、 ホ ス

ト機 の平均負 荷率 は常 時90%程 度 を記録 してお り、 この状 態 を改善 す る方法 と して新 た な

機種 の増 設 を平成4年 度 に行 うこ とに した。

現 システム は機 種 も古 く保守 が難 し く、性 能 的 に も劣 るので、高性 能 の スーパ ー ・ミニ

コ ンピュー タ と35台 の ワー ク ・ステー シ ョンを導 入 し、 これ らを ネ ッ ト ・ワ0ク 化 して相

互 に利用 で きる こ とと した。 これ に よ り、研究 と教 育 を現在 よ りm層 充実 させ る こ とが で

きる。

研 究教 育用 とはい え、ゼ ミ学生 、卒研 学 生 の利用 の便 を考 えて、端末機(ク ライア ン ト、

ワー ク ・ステ ー シ ョン)に つい て は、エ ン ドユ ーザ ー指 向 の使 いやす い機 種 を導入 す る こ

とに した。学 内外 ネ ッ トワー クに関 して は、既 設 の デ ィジ タル交換 経 由 の電話 回線利 用 方

式 の 「SS-NET」 を利用 す る。現在 、N1ネ ッ トワー クに接 続す る目的 としては、各種のデ0

タ ・ベー ス検 索 、 ライブ ラ リー ・プロ グラムの利 用 、BITNETの 利 用等 が 多 い 。 この よ う

な事情 によ り、新 機種 の導 入 と共 に大型計 算 機 セ ンター との接続 も行 うこ とに した。

本稿 は、 この新 機種 の概 要 につ い て解 説 した もので ある。

2.情 報処理 セ ン ター建物

情報処 理 セ ンター建物 お よび施 設 につ い ては、教育 的配 慮 、管 理 ・運営 、環境 条件(例

えば、電気 的雑音 、騒音 な ど)も 考慮 しなけ れば な らない。
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具体的には

(1!将 来計 画 に沿 って、隣接へ の増 床 を考 えた。その ため、現 セ ンター と増築 セ ンター

へ の接 合 性 を考 えた。

② 部屋 の数 は最 小 限 に し、そ の分 、各部 屋 を大 き くした。

(3)学 内 の ネ ッ トワー ク化 を推 進す るため 、すべ ての大学 内建 物 に情報 配管 を した。

そ れ には、光 ケー ブル、同軸 ケー ブルが布設 で きる よ うに した。 なお、 セ ンター 内

には、 ネ ッ トワー クと してEthernetを 考 えた。

ゆ 空 気調整 は温度 の ほか、湿度 も考 える必 要 が あ り、最新 の コ ン ピュー タは改 善 さ

れ た とはい え、湿度 の許容 範 囲 は以 外 とせ ま く、温 度 、湿 度 の変動 の勾 配 に も注 意

した。 また、情 報処 理 セ ンター全体 を空気調 節 で きる よ うに した。

(5)電 算機事 故 の 第一原 因 は、電 源 、空 調機 に よる もので、電気機 械 室、空 調 機 械 室

を大 き くし、各装 置 の保 守、点検 を容 易 に出来 る よ うに し、 この種 の事故 を未 然 に

防止 す る ように配 慮 した。

な どで 、実 際 の情 報 処理 セ ンターの総面 積 は、1,139㎡ で、1階 部 分 は505㎡ 、2階 部 分

は634㎡ よ り成 り、 それ らの内部 配 置の レイア ウ トをFig.1に 示 した。
す

開設5年 目 にな る と、情 報 関連科 目の受 講 者 の増 加 、セ ンター利 用率 の増 加 お よび情 報

器機 の発達 に と もなって、現 セ ンターが手狭 にな って きた。現 在 、平 成5年3月 を 目標 に

現 セ ンター北側 に、情 報処 理 セ ンターの増築 工事 を行 ってい る。そ の中 に は、第3電 算 実

習室(188㎡)、 講義室(111㎡)、 電算 準備 室(14㎡)、 電算 共 同利 用 室(20㎡)、 そ の他 が

配置 されて い る。 セ ンター内 はすべ て、 フ リー ア クセ ス床 に して、主 に、 ワー ク ・ス テ0

シ ョンを設置 す る予 定 に して い る。 この増築 分 の セ ン ター内部 図 をFig.2に 示す 。

3.新 シ ステム につ いて

新 システムの導入計画については、平成2年 よ り、情報処理セ ンター運営委員会でその

基本方針について、審議され新 システムの骨子を作成 した。それを受けて機種選定委員会

を設置 し、第1回 の委員会 を平成3年6月27口 に開催 して、以後、平成4年1月16日 まで

に7回 の委員会 を開 き、機種 を決定 した。その手順は、

① 機種選定委員会の運営

② 仕様書の作成

③ 電算機製造メーカーへの仕様書の提示

④ 仕様書にもとづき、メーカーより提案システムの説明会
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Fig.1 機幣
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⑤ システ ムの技 術 審査

⑥ 機 種 の決定

で あ った。 この中で仕様 書 の作 成 にか な り時 間が か か った。

新 システ ム導 入 目的 は、奈 良大学 にお け る学術研 究 の0層 の推 進 、全 国共 同利 用大 型 計

算機 セ ン タ0のN1ネ ッ トワー クへ の参画 、情報 処理教 育 の推 進 の ため に計 算 機 シス テ ム

を強化 し、研 究 、教 育 の計算 機需 要 の増大 に対 処 し、 さ らに大 型汎 用機 で は満 足 で きな い

高速 、大 容量 の処 理 を行 い、学 内 にお け る高度 情報 処理 シス テムの 中枢 となる こ とを 目的

と してい る。 この ため に、情 報処 理 セ ンター内 に設 置 す る コ ンピュー タシステ ムは、計 算

サ ーバ0、 外部記 憶装 置 、入 出力 装 置 、 ワー ク ・ステ ー シ ョン、端末 装置 とこれ らを接 続

す る機器等 か ら構 成 され る。 これ らの 目的 を達成 す るシス テム と しては、

① 多 目的 な利 用 が考 え られ るの で、計 算 サ0バ ー とワー ク ・ステ ー シ ョンを中心 と

した異種 分散 処理 型 シス テム に して 、すべ て ネ ッ トワ0ク 化 され てい る こ と。

② 分散 処理 型 システ ムのOSと して 、原則 と してUNIXベ ー ス に統0さ れ てい る

こ と。 また、パ ソ コ ン群 は、 日本語MS-Windows(ま たは 口本 語MS-DOS)が 使

用 で きる と共 に、 これ まで蓄積 した ソ フ トウェア等 を活 用 で きて、 さ らに、発 展 性

が ある こ と。

③ ワー ク ・ステー シ ョン群 は、操 作 が容 易 で、教 員 が机 問 の指 導 や助 言 が しや す い

様 な省 スペー ス型 で、管理 が しやす い こ と。

④ ネ ッ トワー ク機 能 の ほか 、電 子 メ0ル 、電子掲 示板(BBS)等 の利 用 が で きる こ

と。

⑤ ネ ッ トワー クを通 して、外部 の ネ ッ トワー クやデ ー タベ ー ス と接 続 で きる こ と、

また、 これ らの利 用 に関 して手 順 が容 易 で あ る こと。

⑥ 少 人数 で運営 す る ため、保守 や管 理が容 易 で あ る こと。

⑦ 既設 の システ ム(ACOS機 な ど)と の 関連性 と利用 性 も考慮 す るこ と。

などが考 え られ る。 これ らの条件 の下 で 、各種 システ ム案 を検討 した。

総合 的 に判 断 した結 果 、 日本 コ ンベ ックス社 提案 に よる計 算サ ー バ ー(CONVEX、C34

20ES)+グ ラフ ィ ックス端 末(シ リコ ン ・グ ラフ ィ ック社 、IRIS/lndigoXS24)+エ ン

ジニ ア リ ング ・ワー ク ・ステ ー シ ョン(Sun、SPARC2、IPX×2台)+(ワ ー ク ・ステー

シ ョン(Sun、IPC×35台)な どに よ り成 る コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム0式 に決 定 した。既

設 の シ ステム を含 めた概念 図 をFig.3に 示 した。
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Fig.3 異機種分散処理システム(奈 良大学情報処理システム)
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この システム を奈 良大学 情報 処理 シス テム(NUICE、NaraUniversityIntegratedCom-

puterEnvironment)と い う。利 用者 側 か らは、仕事 に必 要 な機 種 を 自由 に選 ん で使 用 出

来 、 ソフ トウェア につ い て もそ の最適 な機 種 にイ ンス トール してお いて 、あ たか も自分 が

その環境 を専有 してい るか の よ うに利用 で きる。

Figure4に は、統 合情報 処理 シス テム構 成 図 を示 してお いた。汎 用 機(ACOS430/7

0)、SS-NET、 ネ ッ トワー ク端 末機 につ いて は、別 の記 事 をみ て い た だ きた い1)。 こ こで

は、新 たに増 設 したシ ステ ムにつ いて解説 して お く。
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(1)計 算 サ ーバ ー(CONVEX、C3240ES)

膨 大 なコ ンピュー タ ・パ ワー を必要 とす る統計 解 析 、CAE、 画像処 理 、 コ ンピュー タ ・

ケ ミス トリな ど幅広 く対 応 し、 シュ ミレー シ ョン効 率 の 向上 や、 さ らに高 度 な問題 の解 決

に は強力 な計算 サ ーバ ーが必 要 であ る。 コ ンベ ックス機 は、 ネ ッ トワー ク上 の どこか ら も

ア クセス し利用 出来 る"オ ー プ ンスーパ ー コ ンピュー テ ング"方 式 で、省 スペ ー スに設 計

され 、メモ リは512MBで 、200MB/秒 の1/○ バ ン ド 幅 を もつマ ルチユ ーザ ー、マ ルチ

プ ロセ ッシ ング ・システ ムに なって い る。

また、技術 的 に も最新 の ガ リウム ひ素 とBiCMOSを 用 いた フル カス タムVLSIを 使 い、

低 消費電 力 、低 コス トで高 いパ フ ォー マ ンス を もった512MBの メモ リで 、200MFLOPS

の性 能 を有 して いる。具体 的 な計 算 サ ーバ.___の系統 図 をFig.5に 示 してお いた。

Fig.5 計 算サ ーバ ー(CONVEXC3420ES)系 統 図
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IEEE802.3(ttllcrnc:t)

C3420ESは 、2×CPUで 構成 され、 ス カ ラ/ベ ク トル/パ ラ レル処 理機 能 を統 合 した

64bit高 性 能 スーパ ー コ ンピュー タで あ る。 ス カ ラ演算 のエ ンジ ンはRISCを 使 い、クロ ッ

ク周波 数 は50MHzで あ る。

また、最 適化 ベ ク トル演算 に よ り、 シ ングル ジ ョブの実行 速度 を大 幅 に加 速 し、32bit演

算 は、64bitの 場 合2倍 の速度 で実行 で きる。 さ らに、2個 のCPU上 で並 列 処 理 す る こ

とに よ り、各 々 の ジ ョブの実行 時 間 を大 幅 に短 縮 してい る。
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(2)グ ラ フ ィ ッ ク ス'ワ ー ク ス テ ー シ ョン(GWS)、(SiliconGraphics、IRISIndigo/XS24)

シ リ コ ン ・グ ラ フ ィ ッ ク社 のGWSは 、MIPS社 のRISCプ ロ セ ッサ ーR3000ACPUと

R3010Aコ プ ロセ ッサ ー が 使 用 され 、 新 設 計 メモ リ ー コ ン トロ ー ラ と高 速 シ ス テ ム バ ス の

採 用 に よ り、処 理 能 力 が 、30MIPS、4.2MFLOPS、26SPECmarksの 強 力 な パ ワ ー の3

次 元 グ ラ フ ィ ッ ク ス で あ る。 こ れ に よ り、100万 ベ ク タ/秒(3次 元)、22万5,000ポ リ ゴ

ン/秒(三 角 形)、10万 ポ リ ゴ ン/秒(四 角 形)と 言 っ た 高 速 描 画 性 能 を 有 し て い る 。 ジ

オ メ トリー ・エ ン ジ ン を4個 並 列 搭 載 した グ ラ フ ィ ック ス は24bitフ ル カ ラ ー 、24bit

Zバ ッ フ ァ を装 備 して い る ほ か 、16イ ンチCRTの 高 解 像 度(1280×1024ド ッ ト)で 、 リ ア

ル タイ ム モ ー シ ョ ンや イ ン タ ラ ク テ ィブ リア リ ズ ム に 必 要 な テ ク ス チ ャマ ッ ピ ン グ、 透 明

感 、 さ ま ざ ま な環 境 効 果 な ど先 進 の グ ラ フ ィ ッ ク ス機 能 を も っ て い る 。

(3)エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・ワ ー ク ス テ ー シ ョン(EWS)と ワ ー ク ス テ ー シ ョン(WS)

Ethernetの 中 核 を な すEWSとWSに つ い て は 、Sun社 の 製 品 を接 続 し た 。 こ れ らの

機 種 は 、"オ ー プ ン ・シ ス テ ム ズ"の 基 本 設 計 思 想 に も とず き、ハ ー ドウ ェア 、 ソ フ トウ ェ

ア お よ び ネ ッ トワ ー キ ン グ な ど標 準 技 術 を使 い 、価 格 性 能 比 の す ぐれ た高 性 能 製 品 で あ る。

オペ レー テ ィ ン グ ・シ ステ ム ズ(OS)と して 、 パ ソ コ ンか ら ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ に い た

る まで 、 あ ら ゆ る規 模 の コ ン ピ ュ ー タ向 け に設 計 さ れ た 唯 … のOSで あ るUNIXが 使 わ

れ て い る 。UNIXは 、 オ ー プ ン な ク ラ イ ア ン ト ー サ ー バ ー コ ン ピ ュ ー テ ン グ の 実 現 に 不

可 欠 で あ る グ ラ フ ィ ッ ク ス 、 ウ ィ ン ドウ、 マ ル チ メデ ィ ア な ど もサ ポ ー ト して い る 。Sun

フ ァ ミ リー と して 、SPARCstatiOn2が1台 、StatiOnIPXが2台 、StationIPCが35台

よ り成 る ネ ッ トワー ク(Ethernet)に よ り構 成 され て い る 。 そ れ ら の諸 元 をTable1に 示 し

た。

TablelSPARCstationフ ァ ミ リ性 能 一 覧 表

機 種
一

プ ロセ ッサ ー
CPUSPEC

クロ ノクmarks

MINIFL

PSOPS

メ イ ン デ ノス ク

メ モ リ 容 串
デ ー タ交 換 CRTデ ィ ス プ レ イ

SPaRC

Station2

32ビ ッ ト

SPARC

ILT/FPLT

Il

40Mz25.OI 28.54.2

l

I

32MBi3GB
i

1

3.5"FD

CD-ROiVI

i

…

1

19イ ンチ カ ラ ー

解 像 度

1152×900ド ッ ト

Station
IPX

32ビ ッ ト

SPARC

ILT/FPL

Il

I40M
z・24.4…

L-一_一 一 → 一

卜『一}『 『 一 一 →

28.54.2

ヰ

132MBI2.8GB
l

3.5"FDI

3CD-ROM

h

I

i

119イ ンチ カ ラ ー

解 像 度

1152×900ド ッ ト

Station
IPC

32ビ ッ ト

SPARC

IL`/FPL;

1

25Mz13.51

一← 一 一 一 一 一 一 一 ト

17.82.1

寸
ト1

24MBi-
1

13.5〃FDI

CD-ROM
[
1

「16イ ンチ カ ラ ー

解像度
1152×900ド ッ ト

(4)X端 末機(NCD社 、Xウ ィン ドウ)と パ ソコ ン(日 電製 、PC-9801FA)

ワー ク ・ス テー シ ョンで必 須 にな っ たUNIX環 境 用 マ ルチ ウ ィ ン ドウ表 示 管理 ソ フ ト

ウ ェア を備 え た、 いわ ゆ るX端 末機 を接 続 してあ る。Xウ ィ ン ドウ は階 層構造 を なす短 形

の ウ ィン ドウを複 数 オーバ ー ラ ッフ.表示 し、 ウ ィン ドウに文字 や 図形 、画像 を表 示 す る基
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本 機 能 を備 え て い る 。 この 端 末 機 は主 メ モ リー8MBを 有 し、17イ ンチ カ ラ ーCRTで 、

解 像 度1024×768ド ッ トよ り構 成 され て い る 。

い ま まで 、パ ソ コ ンを ス タ ン ドア ロ ー ンで利 用 してい たユ0ザ.__._が 入 門 し易 い ネ ッ トワー

ク環 境 の提 供 、 す な わ ち 、MS-DOS利 用 者 が 蓄 積 し て き た ソ フ トウ ェ ア群 を活 用 す る た

め に、 パ ソ コ ン(PC-9801FA)2台 にLANボ0ド を介 して ネ ッ トワ ー ク化 した 。MS-

Windows内 に 、TCP/IPを イ ンス トー ル し、 そ れ に よ り計 算 サ ー バ ー 、EWSな ど を利 用

す る。

4.あ とが き

新 システ ムの導入 に よ り、過剰 なCPU負 荷 率 の改善 、画像 情報 を始 め とす るマ ルチ ・メ

デ ィア情報 の充 実 、高 度 な情 報処 理技術 、研 究 に必要 な システ ム プロ グラムの改 良 な ど、

飛躍 的 に情 報処 理 の充実 が はか れ る。 さ らに、研 究者 間の電子 メー ル、電 子掲示 板 な ど も

利用 す る こ とがで き頻繁 な学術 情報 の交 流 がで き、学術研 究 の進 展 が期 待 で きる。 また、

教育 面 で も大型計 算機 セ ンターお よび学術 情 報 セ ンタ0な ど所 有す る各種 デー タ ・ベ ー ス

(例えば、続 日本 紀 、木 簡 デー タ ・ベ ー スな ど)、 統計 処理(SPSSお よびSAS)、 画 像 処 理

を始 め とす るマ ルチ ・メデ ィア対応 な ど幅広 く利 用 で きる。通信 ネ ッ トワー クの利用 に よ

る情 報資源 の共 有化 に よ り、個別 の分 野 だ けで な く学際 領域 で の教 育 に も役 立 つ。 そ して

個別 に蓄積 され た成 果 や得 られ た知 識 を統 合 し、他 に伝 達 、提 供す る こ とも新 システ ム の

導 入 に よ り、大 きな教 育効果 と して期待 で きる。新 システ ム を利 用 して、研 究 や教 育 で 大

きな成果 をあげ てい ただ きたい。

高 度情報 社 会 の健 全 な発展 と、 この社会 を主体 的 に生 きて行 くため に、情報(処 理)教

附録1シ ス テ ム 稼 働 状 況

ACOS430-70 端末利用状況

稼 働
日 数

稼 働
時 間

JOB処 理

件 数

JOB処 理

時 間

NIP

出力 枚数

保 守
時 間

故 障
時 間

CPU
負 荷 率

セッション

開 設 件 数

セッション

処 理 件 数

昭和63年 度 127 57,445 2,302 33,723 15,029 3,150 2,046 一 4,194 81,411

平成元年度 283 133,940 11,915 318,856 50,184 x,680 820 一 12,871 481,168

平成2年 度 280 160,744 11,481 520,942 74,013 5,276 0 89.2 10,329 441,174

平成3年 度 281 175,797 !1i1 514,538 63,992 4,155 180 88.5 7,550 417,843

画像処理装置利用状況 スタン ドアローン ・オンライン利用 EWS利 用 学外共同利用大型計購センター

画像処理
利用件数

画像処理
時 間

授 業
コマ 数

授 業
時 間

自 習
人 数

自 習
時 間

利 用件 数 利 用時
間
利 用
件 数

利 用
時 間

昭和63年 度 2 480 一 14,940 921 89,100 一 一 173 3,394

平成元年度 20 9,090 一 22,860 2,287 265,650 137 55,170 204 3,114

平成2年 度 6 2,050 199 17,910 2,908 492,200 317 280,017 268 5,564

平成3年 度 12 2,850 250 22,500 3,730 279,370 310 328,050 323 4,950
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育を強力に推 し進める必要がある2●3)。情報(処 理)教 育 の効果 をあげるため には、広 く

情報(処 理)に 関す る知識の浸透 を計 るべ きである。この点から言えば、情報処理センター

の役割は大きい。

終わりに、新システムの導入にご協力いただいた情報処理センター運営委員、機種選定

委員、関係資料の提供 していただいた諸先生、職員の皆様に感謝いたします。また、新 シ

ステムの導入に際して、平成4年 度文部省の私立大学等経常費補助金特別補助(情 報処理

関係設備)を 受 けました。 ここに関係各位 に感謝の意を表 します。
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